
１．目的

主な取り組み内容

ア 地域の医療・介護サービス資源の把握

・地域の医療機関、介護事業所の住所・連絡先・機
　能等の情報収集
・地域の医療・介護資源の情報の整理
・地域の医療・介護関係者との情報の共有と活用

イ
 在宅医療・介護連携の課題の抽出と対
応策の検討

・「ア」のデータと既存の情報、取り組みの集約
・地域の医療・介護の関係団体等が参画する会議の
　開催
・地域の目指す理想像（目標）の共有

ウ
切れ目のない在宅医療と介護サービス
の提供体制の構築推進

・切れ目のない在宅医療・介護サービス提供体制の
　想定・検討
・検討された内容を地域の医療・介護関係者の協力
　を得ながら、具体的な取り組みの企画・立案

エ 医療・介護関係者の情報共有の支援
・情報共有ツールの確認・支援
・情報共有ツールの導入支援と活用状況の把握

オ 在宅医療・介護連携に関する相談支援

・在宅医療・介護連携を支援する相談窓口の設置の
　運営
・医療介護関係者からの在宅医療・介護連携に関す
　る相談の対応
・地域包括支援センターとの連携

カ 医療・介護関係者の研修
・市町や医療介護関係団体が既存で実施している会
　議・研修の整理
・研修の実施

キ 地域住民への普及啓発
・在宅医療や介護に関するパンフレット等の作成・
　配布
・健康フェスタ（フォーラム）等で出店し、啓発

ク
在宅医療・介護連携に関する関係市区
町村の連携

・市町村や郡市区医師会等関係団体等から出されて
　いる広域的な取り組みを要する課題についての整理
・課題を踏まえて、市区町村・都道府県や郡市区医師
　会等関係団体と連携し、協議

２．取り組み内容

令和元年度在宅医療サポートセンター業務計画

項　　　　　目

　在宅患者が住み慣れた地域で質の高いサービスを安心して受けられるように、地域の需要
や実態にあった在宅医療を提供する体制の充実・強化を図るために、在宅医療連携体制を整
備することを目的とする。

在宅医療・介護連携推進事業の8項目を行う。
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